
 

資料提供(投げ込み) 令和５年２月１６日（木） 

場所 津市政記者室 

事 務 担 当 課 

所   属 職・氏 名 

政策財務部 東京事務所 

（電話０３－６６７２－６８６８） 

東京事務所長 

杉山 美紀 

 
「第３回つデイパネル展『堀江鍬次郎と津の写真文化』」の 

開催について 

 

 

首都圏におけるシティプロモーションの一環として、三重県首都圏営業拠点「三重

テラス」において、幕末、長崎で上野彦馬とともに写真術を学びその礎を築いた津藩

士・堀江鍬次郎の生涯と今に続く津の写真文化を紹介するパネル展を開催します。２

月２３日（木・祝）にはトークショーも開催します。 

  

記 

 

１ 日時 

  令和５年２月２３日（木・祝） １１時～１８時 

        ２４日（金）   １０時～１６時 

   ※トークショーは２３日（木・祝）１４時から１４時３０分まで。申込不要、先

着３０名程度。出演は写真家・松原豊氏と津市学芸員。 

   

２ 場所 

  三重テラス２階イベントスペース 

  〒103-0022 東京都中央区日本橋室町２－４－１ ＹＵＩＴＯ ＡＮＮＥＸ 

  東京メトロ銀座線・半蔵門線「三越前」駅徒歩１分（Ａ９出口） 

  ＪＲ「新日本橋」駅徒歩７分 

 

３ 主な内容 

⑴ 堀江鍬次郎の生涯を紹介するパネル展示 

⑵ 堀江鍬次郎と上野彦馬が切磋琢磨しながら青春を過ごした長崎、江戸・藤堂家上

屋敷の現在 

⑶ 津市で活躍されている写真家の写真集展示や写真団体の紹介 



第３回つデイパネル展

堀江鍬次郎と津の写真文化
ほりえ くわじろう

三重テラス２階
イベントスペース

堀江鍬次郎を知っていますか？
幕末、後に「日本写真の祖」と

言われることになる上野彦馬と共
に長崎海軍伝習所で写真術や化学
を学び、江戸・津藩邸で共に写真
技術を磨いた津藩士です。
その後、堀江は津の藩校「有造

館」で写真術の披露と蘭学・舎密
学(化学)を教えましたが、36歳と
いう若さでこの世を去ります。
表舞台にこそ出ることはありま

せんでしたが、確実に日本の写真
技術の礎となった堀江の生涯と実
績、そして今に続く津の写真文化
をご紹介します。

23日14時～14時30分
トークショーあります

＜問い合わせ＞津市政策財務部東京事務所 TEL：03-6672-6868 〒102-0093東京都千代田区平河町2-4-1日本都市センター会館11階
＜パネル展当日の問い合わせ＞三重テラス TEL：03-5542-1035 〒103-0022東京都中央区日本橋室町2-4-1 YUITO ANNEX2F

ACCESS
▶東京メトロ銀座線･
半蔵門線「三越前」
駅徒歩1分(A9出口)
▶JR「新日本橋」駅
徒歩7分

藩校・有造館「入徳門」

11:00▶18:00 10:00▶16:00

2/23 ・24 金木・祝



主な内容

● 堀江鍬次郎の生涯を紹介するパネル展示

● 堀江鍬次郎と上野彦馬が切磋琢磨しながら青春を過ごした
長崎、江戸・藤堂家上屋敷の現在

● 津市の写真家さんたちの写真集などの展示

● アンケートにお答えいただいた方にはちょっとした
「津市に関係するいいもの」プレゼント（各日先着）

など

「堀江鍬次郎と津の写真文化」トークショー

堀江鍬次郎のことをよく知る、津市在住の写真家・松原豊さんと、津市
学芸員・中村光司が、堀江や津の写真文化について、ざっくばらんに語
ります。
交流もある2人がどんなトークを展開するのか、乞うご期待！

＜主催＞ 津市
＜協力＞ 日本大学芸術学部田中里実教授、尚古集成館、清河八郎記念館、千代田区教育委員会、長崎市

松原 豊【写真家】
三重県津市在住。専門学校名古屋
ビジュアルアーツ写真学科卒業後、
撮影アシスタントなどを経て独立。
第62回伊勢神宮式年遷宮記録撮影
担当、鈴鹿工業高等専門学校非常
勤講師、写真好学研究所やギャラ
リーの運営など幅広く活躍中。

中村 光司【津市学芸員】

津市教育委員会事務局生涯学習課
文化財担当主幹。仕事柄、津市の
歴史に精通しているのはもちろん
のこと、写真も趣味としてたしな
んでいる。

2月23日(木・祝) 14時～14時30分
申込不要(先着30人程度)
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